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１.　平成22年３月期第１四半期の連結業績（平成21年４月１日～平成21年６月30日）

（１）連結経営成績（累計） (％表示は対前年同四半期増減率)

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

百万円 ％ 円 銭 円 銭

（注）米国財務会計基準審議会（ＦＡＳＢ、以下同じ）基準書第160号「連結財務諸表における非支配持分-ＡＲＢ第51号の

      改訂」の規定に基づき、四半期純利益は当社株主に帰属する四半期純利益に名称を変更しています。

（２）連結財政状態

百万円 百万円 ％ 円 銭

２.　配当の状況

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

（注１）配当予想の当四半期における修正の有無 ：　無
（注２）22年３月期第２四半期以降の配当金については未定です。
　　　　詳細は、２ページ「※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。

３.　平成22年３月期の連結業績予想（平成21年４月１日 ～ 平成22年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率)

百万円  　　 　％ 百万円  　　 　％ 百万円  　　 　％

当社株主に帰属する当期純利益※ 第２四半期連結累計期間 百万円 通期 百万円

１株当たり当社株主に帰属する当期純利益※ 第２四半期連結累計期間 円 銭 通期 円 銭

※「当社株主に帰属する当期純利益」は、平成21年３月期までの「当期純利益」と同じ内容です。

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 ：　無

21年３月期第１四半期

86

自己資本比率

　 55.4

22年３月期第１四半期

１株当たり純資産

1,357

1,355

　 529,313

－

平成21年７月30日

－ －

41

－ －

△ 53.6

15 80△ 63.9

総   資   産

　 538,280

第３四半期末（基準日） 第２四半期末第１四半期末

１株当たり配当金

年間期末

22年３月期第１四半期 －△ 7,708

四半期報告書提出予定日

21年３月期第１四半期  △ 3.5

売　　上　　高

　 169,934

当 社 株 主 に 帰 属 す る
四 半 期 純 利 益

　 5,561

△ 10,210

△35

△ 10,892

△ 50.3

希薄化後１株当たり当社株
主に帰属する四半期純利益

問 合 せ 先 責 任 者 役職名

　 4,806

税 引 前 四 半 期 純 利益営　　業　　利　　益

22年３月期第１四半期

春 田 正 輝

　 106,923 △37.1

平成21年８月７日

氏 名

上 場 会 社 名

コ ー ド 番 号

代 表 者 役職名

氏 名

01

15

　 56.5　 300,531

80

純   資   産

作 田 久 男

基本的１株当たり当社株主
に帰属する四半期純利益

　 3,503

 21年３月期 － －

－ －

21年３月期 　 299,981

0

7

 22年３月期（予想）

－18 00
 22年３月期

売 上 高

－ － － －

税引前純利益営 業 利 益

△13,000 － △14,500 －

△8,500 △2,000

61 08△38 △ 9

△ 3,500 －通　　　期

230,000 △35.2

510,000 △18.7

第２四半期連結累計期間

－

－ －

00 25 00

－ －

 －1－



４.　その他

　(１)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　:　無
　
　(２)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用　　　　:　無

　(３)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本と
　　　なる重要な事項等の変更に記載されるもの）
　　　①会計基準等の改正に伴う変更 ： 有
　　　②①以外の変更 ： 無

（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。

　(４)発行済株式数（普通株式）

　　①期末発行済株式数(自己株式を含む) 22年３月期第１四半期 株 21年３月期 株

　　②期末自己株式数 22年３月期第１四半期 株 21年３月期 株

　　③期中平均株式数(四半期連結累計期間) 22年３月期第１四半期 株 21年３月期第１四半期 株

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（注）事業の種類別セグメントの名称を次のとおり略して記載しています。

　ＩＡＢ： ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙｵｰﾄﾒｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ

　ＥＣＢ： ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ

　ＡＥＣ： ｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞｴﾚｸﾄﾛﾆｯｸｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ

　ＳＳＢ： ｿｰｼｱﾙｼｽﾃﾑｽﾞ･ｿﾘｭｰｼｮﾝ&ｻｰﾋﾞｽ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ

　ＨＣＢ： ﾍﾙｽｹｱﾋﾞｼﾞﾈｽ（ｵﾑﾛﾝﾍﾙｽｹｱ㈱などが含まれます。）

239,121,372

18,961,541

220,161,055

２．当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年８月10

239,121,372

18,958,944

221,678,112

　　限定されるものではありません。

業績はさまざまな要因により、異なる可能性があります。実際の業績等に影響を与えうる重要な要因には、（ⅰ）

１．業績予想などは、当社が現時点で入手可能な情報と、合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の

　　は、「売上総利益」から「販売費及び一般管理費」、「試験研究開発費」を控除したものを表示しています。

　　す。

　　とも21年10月を、期末の配当金については22年４月を予定しています。

４．22年３月期の第２四半期末および期末の配当金につきましては、当社業績予想の確実性が高まった時点で、当社の

　　利益配分に関する基本方針に基づいて決定し開示いたします。時期としては第２四半期末の配当金については遅く

日内閣府令第64号）附則第４条の規定により、米国において一般に認められる会計原則に基づいて作成していま

３．当社は、米国会計基準に基づき連結損益計算書の表示形式としてシングルステップ方式（段階利益を表示しない方

式）を採用していますが、他社との比較可能性を高めるため、当決算短信の連結損益計算書における「営業利益」

当社グループの事業領域を取り巻く日本および海外の経済情勢、（ⅱ）当社グループ製品・サービスに対する需要

社との提携・協力関係、（ⅵ）為替・株式市場の動向などがあります。なお、業績に影響を与える要因はこれらに

動向、（ⅲ）新技術開発・新商品開発における当社グループの能力、（ⅳ）資金調達環境の大幅な変動、（ⅴ）他

業績予想の前提となる条件等については、５ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的

　　情報をご覧ください。

　－2－
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

○全般的概況 

当第１四半期（平成 21 年４月～６月）の経済情勢を概観しますと、前期後半からの世界的な景気後退が

一部で底を打ったように見受けられるものの、全般的には依然として低調に推移する厳しい状況となりま

した。日本、米国、欧州、東南アジア経済においては企業業績の低迷や低調な個人消費が続くなど依然と

して経済環境は低調に推移しました。中国では中国国内での消費が上向き始めたことを背景に景気の底打

ち感が見られますが、景気回復と言えるまでに至っていない状況です。 

当社グループの関連市場においては、製造業における生産調整が一巡したことによる生産量の回復傾向

や、日本における政策的なエコ対策や消費拡大策などの支援もあって民生用、環境関連商品を中心に需要

拡大など一部では明るい兆しが見え始めました。一方で当社の主要顧客となる製造業での生産設備の余剰

感は依然として強く、設備投資需要の拡大には更に時間を要するものと見ております。 

このようななか、当社グループは、当期の年度方針を「『全社一丸』、『選択と集中による抜本的収益構造

改革』」とし、経済環境の低迷により売上高が低位に推移するなか、短期的には徹底した経費削減などの収

益対策の実行と、中期的には環境変化に強い企業体質の構築を目指した構造改革の双方を全社一丸で推進

しております。 

当社グループの当第１四半期の売上高は世界経済の停滞および製造業の設備投資環境の低迷の影響を受

け、1,069 億 23 百万円（前年同期比 37.1％減）となりました。また、当第１四半期の利益につきましては、

年度方針に基づく徹底した収益対策を推進するものの、売上高減少の影響が大きく、102 億 10 百万円の  

営業損失となりました。また、税引前四半期純損失は 108 億 92 百万円、当社株主に帰属する四半期純損失

は 77 億８百万円となりました。 

なお、当第１四半期における対米ドルおよび対ユーロの平均レートはそれぞれ 96.8 円（前年同期比 7.5

円の円高）、131.5 円（前年同期比 32.0 円の円高）となりました。 

 

○セグメント別の状況 

ＩＡＢ 

製造業を取り巻く環境は前期後半以降の急速な悪化にブレーキがかかり、在庫調整の進展、生産の持ち

直しなどの動きを見せ始めているほか、環境関連など一部領域への投資には明るさがみられます。しかし、

全般的に生産水準自体は依然低く、生産設備に対する余剰感が継続しています。 

国内においては自動車や電子部品などの業界において生産改善の動きが見られたものの、設備投資の延

期、抑制の動きが継続し、売上高は前年同期比で大きく減少しました。 

海外では、欧州・アジアにおいて、景気悪化・輸出低迷の状況が継続しており売上高は低調に推移しま

した。北米においては石油関連業界や自動車業界低迷の影響を大きく受けて、セーフティ商品の売上高が

大きく減少しました。一方中国では、売上高は前年同期比で大きく減少したものの内需拡大政策に伴い製

造業の生産稼働率の上昇や設備投資が増加するなど、需要の回復傾向が見られます。 

この結果、当セグメント合計の当第１四半期における売上高は、410 億 38 百万円（前年同期比 46.6％減）

となりました。 

 

ＥＣＢ 

国内においては、前期後半からの急激な世界的景気後退の影響を受け、半導体および自動車産業の設備

投資大幅抑制による産業機器向け電子部品の需要減速や、業務・民生用機器業界の低迷による電子部品の

在庫調整により売上高は前年同期比で大きく減少して推移しました。一方、携帯電話用の小型バックライ

トなど一部では、需要に徐々に回復の兆しが現れてきております。 

海外においては、欧米、特に欧州ではかつてない厳しい事業環境のなかで売上高は低迷した状態で推移

しています。中国・東南アジアも同様に売上高は大きく減少したものの、中国においては景気が持ち直す

なか、小型バックライト、家電用リレーやＦＰＣ（Flexible Printed Circuits）コネクタなどの需要が徐々

に回復してきております。 

この結果、当セグメント合計の当第１四半期における売上高は、259 億 67 百万円（前年同期比 24.7％減）

となりました。 
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ＡＥＣ 

前期後半以降の自動車需要は未だ回復に至っておらず、当第１四半期においても自動車メーカ各社は在

庫調整、生産抑制を継続してきております。加えて、米国大手自動車メーカが経営破たんに至り、部品サ

プライヤー各社へ大きな影響を及ぼすことになりました。 

このような事業環境により、国内では、内需および輸出の低迷で当社製品の需要は低調に推移しました。

同様に北米における売上高は大きく減少しました。一方、中国など新興国においては、各国の自動車購買

刺激政策の効果もあり、売上高の減少幅は比較的小さいものでした。 

この結果、当セグメント合計の当第１四半期における売上高は、138 億 85 百万円（前年同期比 46.4％減）

となりました。 

 

ＳＳＢ 

駅務システム事業においては、鉄道各社の新線開業やＩＣ化への投資が一段落したことにより、売上高

は前年同期比で大きく減少しました。ソーシアルセンサソリューション事業は、製造業・クレジット業界

の投資抑制の影響を受け売上高は減少しました。関連メンテナンス事業は、設備投資抑制の影響および駅

務関連の工事需要減により売上高は減少しました。また、ソフトウェア事業も製造業の設備投資抑制の影

響により売上高は減少しました。 
この結果、当セグメント合計の当第１四半期における売上高は、79 億 72 百万円（前年同期比 33.5％減）

となりました。 

 

ＨＣＢ 

国内においては、大手流通業による在庫調整が一巡したことに加え、前期第４四半期に発売した血圧計

新商品の順調な立ち上がりなどにより、売上高は好調に推移しました。 

海外においては、中国で主力の血圧計や血糖計が牽引し好調に推移しましたが、一方、欧州市場では景

気悪化がさらに進行し売上高は大きく減少しました。 

この結果、当セグメント合計の当第１四半期における売上高は、142 億 38 百万円（前年同期比 2.9％減）

となりました。 

 

  

２．連結財政状態に関する定性的情報 
当第１四半期末の資産の部は、前期末からの株価回復に伴う投資有価証券の評価額増の一方、売上債権

の減少および在庫削減取り組みによるたな卸資産の減少により前期末に比べ 89 億 67 百万円減少して、

5,293 億 13 百万円となりました。 

また、負債の部は仕入債務の減少および年金資産の時価回復に伴う退職給付引当金の減少により、前期

末に比べ 95 億 17 百万円減少して、2,287 億 82 百万円となりました。この結果、純資産の部は前期末に比

べ５億 50 百万円増加して、3,005 億 31 百万円となり、自己資本比率は前期末の 55.4％から 56.5％になり

ました。 

当第１四半期のキャッシュ・フローの状況については、営業活動によるキャッシュ・フローは非支配持

分控除前四半期純損失となるものの、売上債権およびたな卸資産が減少した影響もあり、全体では 90 億 46

百万円の収入（前年同期比 37 億 29 百万円の収入減）となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは厳選した設備投資の実行により、73 億 20 百万円の支出（前年同期

比 33 億 22 百万円の支出減）となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは配当金の支払いがある一方で、借入の実施により、16億 67 百万円

の収入（前年同期比 15 億２百万円の収入増）となりました。 

以上より、現金及び現金同等物の当第１四半期末残高は前期末に比べ 44 億 31 百万円増加し、510 億 62

百万円となりました。 
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３．連結業績予想に関する定性的情報 
当社グループは、当期の年度方針である「『全社一丸』、『選択と集中による抜本的収益構造改革』」

を確実にやりきり、経済環境の変化に対しても強い企業体質作りに取り組んでまいります。  

当第 1 四半期の業績は、厳しい環境のなか当初予想の範囲内で推移しており、第２四半期連結累計期間

および通期の業績予想につきましては平成 21 年４月 27 日発表のとおりとし、変更いたしません。 

第２四半期連結累計期間および通期の業績予想の前提としております第２四半期以降の為替レートは、

１米ドル 95 円、１ユーロ 125 円です。 

なお、本日開催の取締役会において、平成 22 年４月を目処に、当社の車載電装部品事業を会社分割し、

分割により新たに設立する会社に承継させることで、分社化する方針を決議いたしました。これによる当

期の連結業績に対する影響はありません。 

業績予想などは、当社が現時点で入手可能な情報と、合理的であると判断する一定の前提に基づいてお

り、実際の業績はさまざまな要因により異なる可能性があります。 

 

 

４．その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

 当期より米国財務会計基準審議会（ＦＡＳＢ、以下同じ）基準書第 160 号「連結財務諸表における非

支配持分-ＡＲＢ第 51 号の改訂」を適用しております。当基準書は、親会社持分と非支配持分とを明確

に特定し､識別して開示することを要求しており、従来､連結貸借対照表の負債の部と資本の部の中間に

分類していた少数株主持分を､非支配持分として純資産の部に含めて計上するとともに、連結損益計算

書の表示区分および表示科目を変更しております。 

  なお、当基準書の適用に伴い、過年度の連結財務諸表の数値を組替えて表示しております。 
  

当期よりＦＡＳＢ基準書第 131 号「企業のセグメント及び関連情報に関する開示」を適用しておりま

す。当基準書は、企業のオペレーティング・セグメントに関する情報の開示を規定しております。オペ

レーティング・セグメントは、企業の 高経営意思決定者が経営資源の配分や業績評価を行うにあたり

通常使用しており、財務情報が入手可能な企業の構成単位として定義されています。 

 なお、当基準書の適用に伴い、過年度のセグメント情報の数値を組替えて表示しております。 
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５．四半期連結財務諸表
(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

期　　別

科　　目 

％ ％

（  資 産 の 部  ）

　 257,409 48.6 　 275,991 　 51.3

現 金 及 び 現 金 同 等 物 　 51,062 　 46,631

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 　 100,433 　 113,551

貸 倒 引 当 金 △ 2,601 △ 2,562

た な 卸 資 産 　 79,283 　 84,708

繰 延 税 金 　 14,169 　 16,522

そ の 他 の 流 動 資 産 　 15,063 　 17,141

　 132,624 25.1 　 132,535 　 24.6

土 地 　 26,933 　 26,753

建 物 及 び 構 築 物 　 134,851 　 120,244

機 械 そ の 他 　 148,339 　 143,801

建 設 仮 勘 定 　 5,231 　 9,061

減 価 償 却 累 計 額 △ 182,730 △ 167,324

　 139,280 26.3 　 129,754 　 24.1

関連会社に対する投資及び貸付金 　 15,994 　 15,638

投 資 有 価 証 券 　 36,988 　 31,682

施 設 借 用 保 証 金 　 7,625 　 7,784

繰 延 税 金 　 57,438 　 53,783

そ の 他 の 資 産 　 21,235 　 20,867

資  産  合  計 529,313 100.0 538,280 100.0

当第１四半期連結会計期間末 前連結会計年度末

構成比

（平成21年３月31日）（平成21年６月30日）

金   額 金   額 構成比

投 資 そ の 他 の 資 産

有 形 固 定 資 産

流 動 資 産
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(単位：百万円)

期　　別

科　　目 

％ ％

（  負 債 の 部  ）

　 131,092 　 24.8 　 135,038 　 25.1

　 36,317 　 32,970

　 52,686 　 58,179

　 19,582 　 24,791

　 895 　 711

　 56 　 156

　 21,085 　 17,743

　 471 　 488

　 21,177 　 4.0 　 21,401 　 4.0

　 1,347 　 0.3 　 941 　 0.2

　 74,696 　 14.1 　 80,443 　 14.9

　 470 　 0.0 　 476 　 0.1

負 債 の 部 合 計 　 228,782 　 43.2 　 238,299 　 44.3

　 　

（  純 資 産 の 部  ） 　 　

298,948 56.5 298,411 55.4

　 64,100 　 12.1 　 64,100 　 11.9

　 99,082 　 18.7 　 99,059 　 18.4

　 9,267 　 1.8 　 9,059 　 1.7

　 223,472 　 42.2 　 231,388 　 43.0

△ 52,519 △ 9.9 △ 60,744 △ 11.3

為 替 換 算 調 整 額 △ 20,634 △ 22,319

退 職 年 金 債 務 調 整 額 △ 37,846 △ 40,570

売却可能有価証券未実現利益 　 6,306 　 2,763

デリバティブ純利益(△純損失) △  345 △ 618

△ 44,454 △ 8.4 △ 44,451 △ 8.3

　 1,583 　 0.3 　 1,570 　 0.3

 純 資 産 の 部 合 計 　 300,531 　 56.8 　 299,981 　 55.7

負 債 及 び 純 資 産 合 計 529,313 100.0 538,280 100.0

非 支 配 持 分

金   額 構成比 金   額

短 期 債 務

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 ・ 未 払 金

繰 延 税 金

そ の 他 の 流 動 負 債

一年以内に返済予定の長期債務

株 主 資 本

構成比

（平成21年６月30日） （平成21年３月31日）

当第１四半期連結会計期間末 前連結会計年度末

そ の 他 の 固 定 負 債

退 職 給 付 引 当 金

流 動 負 債

繰 延 税 金

長 期 債 務

未 払 費 用

未 払 税 金

その他の包括利益(△損失)累計額

自 己 株 式

資 本 金

資 本 剰 余 金

利 益 準 備 金

そ の 他 の 剰 余 金
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(2) 四半期連結損益計算書
（第１四半期連結累計期間）

(単位：百万円)

期　　別

  科　　目 金      額 百分比 金      額 百分比

％ ％

　 169,934 100.0 　 106,923 100.0

　 108,951 64.1 　 74,715 69.9

売 上 総 利 益 　 60,983 35.9 　 32,208 30.1

　 43,988 25.9 　 33,284 31.1

　 12,189 7.2 　 9,134 8.5

営 業 利 益 （ △ 損 失 ） 　 4,806 2.8 △  10,210 △ 9.5

△  755 △ 0.5 682 0.7

税引前四半期純利益（△純損失） 　 5,561 3.3 △  10,892 △ 10.2

　 2,261 1.3 △  3,736 △ 3.5

（ 当 期 税 額 ） 　 2,645 ) 　 1,482 )

（ 繰 延 税 額 ） △    384 ) △ 5,218 )

△  238 △ 0.1 　 528 0.5

非 支 配 持 分 控 除 前
四 半 期 純 利 益 （ △ 純 損 失 ）

　 3,538 2.1 △  7,684 △ 7.2

　 35 0.0 　 24 0.0

当 社 株 主 に 帰 属 す る
四 半 期 純 利 益 （ △ 純 損 失 ）

　 3,503 2.1 △  7,708 △ 7.2

(注) 当社株主に帰属する四半期純利益（△純損失）にその他の包括利益を加えた包括利益は次のとおりです。

当第１四半期連結累計期間 　　517百万円

前第１四半期連結累計期間　15,188百万円

なお、その他の包括利益には、為替換算調整額、退職年金債務調整額、売却可能有価証券

未実現損益、デリバティブ純損益の増減額が含まれます。

非 支 配 持 分 帰 属 損 益 （ △ 益 ）

売 上 原 価

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

前第１四半期連結累計期間

自 平成20年４月１日
至 平成20年６月30日

持 分 法 投 資 損 益 （ △ 益 ）

試 験 研 究 開 発 費

そ の 他 費 用 （ △ 収 益 ） － 純 額 －

法 人 税 等

当第１四半期連結累計期間

自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日

売 上 高

（

（

（

（
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

期　　別

科　　目 

 Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

１. 　 3,538 △ 7,684
２.

(1) 減 価 償 却 費 　 9,306 　 7,379

(2) 固 定 資 産 除 売 却 損 ( 純 額 ) 　 119 　 100

(3) 投 資 有 価 証 券 売 却 損 （ △ 益 ） 　 - △ 2

(4) 投 資 有 価 証 券 の 減 損 　 - 　 429

(5) 退 職 給 付 引 当 金 △ 899 △ 1,211

(6) 繰 延 税 金 △ 384 △ 5,218

(7) 持 分 法 投 資 損 益 △ 238 　 528

(8) 資 産 ・ 負 債 の 増 減 　 　

① 受 取 手 形 及 び 売 掛 金 の 減 少 　 22,787 　 13,853

② た な 卸 資 産 の 減 少 （ △ 増 加 ） △ 7,264 　 5,595

③ そ の 他 の 資 産 の 減 少 （ △ 増 加 ） △ 3,101 　 2,961

④ 支 払 手 形 及 び 買 掛 金 ・ 未 払 金 の 減 少 △ 5,205 △ 7,153

⑤ 未 払 税 金 の 増 加 （ △ 減 少 ） △ 4,196 　 180

⑥ 未 払 費 用 及 び そ の 他 流 動 負 債 の 減 少 △ 1,503 △ 205

(9) そ の 他 （ 純 額 ） △ 185 　 9,237 △ 506 　 16,730

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 12,775 　 9,046

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

１. 　 1,573 　 2

２. △ 2,568 　 -

３. △ 9,881 △ 6,825

４. △ 17 　 159

５. 　 251 　 310

６. - △ 106

７. 　 - △ 860

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 10,642 △ 7,320

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

１. 　 6,166 　 3,357

２. △ 437 △ 139

３. △ 5,543 △ 1,541

４. △ 13 △ 6

５. △ 8 △ 4

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 165 　 1,667

Ⅳ 換 算 レ ー ト 変 動 の 影 響 △ 38 　 1,038

　 2,260 　 4,431

　 40,624 　 46,631

　 42,884 　 51,062

 営業活動によるキャッシュ・フローの追記

１. 　 391 　 201

２. 　 6,601 　 1,298

　 1,072 　 3,295資 本 的 支 出 に 関 連 す る 債 務

長 期 債 務 の 返 済

自 己 株 式 の 取 得

支 払 利 息 の 支 払 額

法 人 税 等 の 支 払 額

 キャッシュ・フローを伴わない投資及び財務活動の追記

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減 額

期 首 現 金 及 び 現 金 同 等 物 残 高

四 半 期 末 現 金 及 び 現 金 同 等 物 残 高

当第１四半期連結累計期間

自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日

投 資 有 価 証 券 の 取 得

非支配持分控除前四半期純利益（△純損失）

営業活動によるキャッシュ・フローへの調整

投 資 有 価 証 券 の 売 却 及 び 償 還 に よ る 収 入

前第１四半期連結累計期間

自 平成20年４月１日
至 平成20年６月30日

資 本 的 支 出

施 設 借 用 保 証 金 の 減 少 (△ 増 加 )

短 期 債 務 の 増 加 ( 純 額 )

非 支 配 株 主 へ の 支 払 配 当 金

有 形 固 定 資 産 の 売 却 に よ る 収 入

親 会 社 の 支 払 配 当 金

関 連 会 社 に 対 す る 投 資 及 び 貸 付 金 の 増 加

非 支 配 持 分 の 買 取
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(4) 継続企業の前提に関する注記

    該当事項はありません。

(5) セグメント情報

[事業の種類別セグメント情報]

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日） （単位：百万円）

ＩＡＢ ＥＣＢ ＡＥＣ ＳＳＢ ＨＣＢ 計
消去調整

他
連結

　売上高および営業損益

(1)外部顧客に対する売上高 76,919 34,465 25,903 11,982 14,662 163,931    6,003 169,934

(2)セグメント間の内部売上高 1,398 4,810 973 1,388 0 8,569 △ 8,569 －  

計 78,317 39,275 26,876 13,370 14,662 172,500 △ 2,566 169,934

営 業 費 用 68,330 38,652 27,722 14,845 14,406 163,956    1,172 165,128

営 業 利 益 (△ 損 失 ) 9,987 623 △846 △1,475 256 8,544 △ 3,738 4,806

当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日） （単位：百万円）

ＩＡＢ ＥＣＢ ＡＥＣ ＳＳＢ ＨＣＢ 計
消去調整

他
連結

　売上高および営業損益

(1)外部顧客に対する売上高 41,038 25,967 13,885 7,972 14,238 103,100   3,823 106,923

(2)セグメント間の内部売上高 1,017 4,912 202 896 　 0 7,027 △7,027 －  

計 42,055 30,879 14,087 8,868 14,238 110,127 △3,204 106,923

営 業 費 用 45,177 33,073 15,069 11,423 12,592 117,334 △  201 117,133

営 業 利 益 (△ 損 失 ) △3,122 △2,194 △  982 △2,555 1,646 △7,207 △3,003 △10,210 

[所在地別セグメント情報]

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日） （単位：百万円）

国内 北米 欧州 中華圏
東南ｱｼﾞｱ

他
計

消去又は
全社

連結

　売上高および営業損益

(1)外部顧客に対する売上高 76,752 22,715 34,957 23,159 12,351 169,934 －  169,934

(2)セグメント間の内部売上高 34,111 208 521 14,660 2,388 51,888 △51,888 －  

計 110,863 22,923 35,478 37,819 14,739 221,822 △51,888 169,934

営 業 費 用 109,132 22,857 31,536 35,656 13,687 212,868 △47,740 165,128

営 業 利 益 (△ 損 失 ) 1,731 66 3,942 2,163 1,052 8,954 △ 4,148 4,806

当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日） （単位：百万円）

国内 北米 欧州 中華圏
東南ｱｼﾞｱ

他
計

消去又は
全社

連結

　売上高および営業損益

(1)外部顧客に対する売上高 51,324 13,234 17,745 16,710 7,910 106,923 －  106,923

(2)セグメント間の内部売上高 19,120 98 76 10,180 1,524 30,998 △30,998 －  

計 70,444 13,332 17,821 26,890 9,434 137,921 △30,998 106,923

営 業 費 用 79,578 14,206 17,688 25,907 9,006 146,385 △29,252 117,133

営 業 利 益 (△ 損 失 ) △9,134 △  874 133 983 428 △8,464 △1,746 △10,210 

（注）当期よりＦＡＳＢ基準書第131号「企業のセグメント及び関連情報に関する開示」を適用しております。当基準書の適用に伴い、

　　　前連結累計期間に係るセグメント情報の数値を組替えて表示しております。
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[海外売上高]

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日） （単位：百万円）

Ⅰ海外売上高

Ⅱ連結売上高

当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日） （単位：百万円）

Ⅰ海外売上高

Ⅱ連結売上高

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　　該当事項はありません。

106,923

17.6 15.7 8.3  53.9

16,771 8,865  57,635

Ⅲ連結売上高に占める
' 海外売上高の割合(％)

東南アジア他 計中華圏欧州北米

13,190 18,809

12.3

東南アジア他 計北米 欧州 中華圏

169,934

 96,97222,877 35,621 24,463 14,011

8.2  57.1
Ⅲ連結売上高に占める
' 海外売上高の割合(％)

13.5 21.0 14.4
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（添付資料）
平成22年３月期第１四半期　連結業績概要

第 １ 四 半 期 累 計 通 期

平成21年３月期
第１四半期

平成22年３月期
第１四半期

前年同期比 平成21年３月期
平成22年３月期

予想
前期比

売 上 高 百万円 169,934 106,923 62.9% 627,190 510,000 81.3%

営 業 利 益 百万円 4,806 △10,210 － 5,339 0 －

（率） （％） (2.8%) (△ 9.5%) (△12.3P) (0.9%) 　（0.0%） 　（△0.9P）

税引前四半期(当期)純利益 百万円 5,561 △10,892 － △39,133 △3,500 －

（率） （％） (3.3%) (△10.2%) (△13.5P) (△6.2%) (△0.7%) (＋5.5P)

当 社 株 主 に 帰 属 す る
四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

百万円 3,503 △ 7,708 － △29,172 △2,000 －

基本的１株当たり当社株主に
帰属する四半期(当期)純利益

円  銭    15円80銭 　△35円01銭 △50円81銭 △132円15銭 　△ 9円08銭 ＋123円07銭

希薄化後１株当たり当社株主に
帰属する四半期(当期)純利益

円  銭    15円80銭 － － －

自 己 資 本
当 期 純 利 益 率

（％） △ 8.7% △ 0.7% (＋8.0P)

総 資 産 百万円 622,889 529,313 85.0% 538,280

純 資 産 百万円 385,830 300,531 77.9% 299,981

( 自 己 資 本 比 率 ) （％） (61.6%) (56.5%) (△5.1P) (55.4%)

１ 株 当 た り 純 資 産 円  銭  1,730円98銭  1,357円86銭 △373円12銭  1,355円41銭

営 業 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

百万円 12,775 9,046 △ 3,729 31,408

投 資 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

百万円 △10,642 △ 7,320 ＋ 3,322 △40,628

財 務 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

百万円 165 1,667 ＋ 1,502 21,867

現 金 及 び 現 金 同 等 物
四 半 期 末 ( 期 末 ) 残 高

百万円 42,884 51,062 ＋ 8,178 46,631

　（注）１．連結子会社数は159社、持分法適用関連会社数は18社です。
　　　　２．ＦＡＳＢ基準書第160号の規定に基づき、四半期純利益は当社株主に帰属する四半期純利益に名称を変更しています。
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